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要　　　旨
　本稿では、中国内モンゴルにおける留学生父母会の実施状況と、父母会参加者を対象に行ったア
ンケートの結果について報告する。父母会の開催目的は留学生の家族と大学との連携の強化であ
る。「父母会」という名称ではあるが、祖父母や兄弟姉妹等の親族等も広く出席しており、地域全
体で留学生を支える状況を反映している。アンケート（回答者数54人）の分析から、2007年に発生
した新潟県中越沖地震については、初めは心配したがその後安心したという声が多いことがわかっ
た。日本留学に対しては、知識・技術の習得など学習面での成功を期待するという回答が最も多
かった。また、精神面での成長を期待する記述や、国や民族へ貢献できる人になってほしいという
回答も多く見られた。大学への要望についても、教育・指導に関する声が多かった。このように、
日本留学に対しては家族や民族の期待がかかっており、特に学習面での成果を望む声が強いことが
わかった。
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１．はじめに
　「留学生受入れ10万人計画」により、1980年代以降、日本国内の留学生数は飛躍的に増加した。
今日では、留学生はかつての都市部のエリート層、富裕層だけではない。地方都市や農村部からの
「ごく普通の若者」（国際教育交流協議会2006：２）も次々と来日している。本学にも、留学に対す
る意識や、国での学習経験の様々な学生たちが入学してくる。目的意識が高く着実に学習を進める
学生もいれば、明確な目標があるわけではなく周りの友人たちが留学するからなんとなくという学
生も見受けられる。入学当初は目を輝かせていたはずが、日々の忙しい生活に追われるうちに当初
の志を見失っていくケースもある。
　こうした中で、多様な留学生の受け入れに対応した支援体制の強化が重要となっている。本学で
はその一環として留学生の家族との連携を重視し、中国内モンゴルの指定校出身者を対象として父
母会を開催している。国の家族の存在は留学生にとって大きな精神的支えであると推測され、その
家族が日本留学と大学に期待すること
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家族との協力関係を築いていくことは大きな意義があると考えられる（孫根2008）。
　そして、興味深いのは、日本留学に対して国の家族はどのようなことを期待しているのかという
ことだ。留学目的が明確でない学生も見られることを述べたが、送り出す家族の側はどのようなこ
とを感じているのであろうか。これまで日本語学習者自身を対象に動機づけを調査した研究は見ら
れるが（森2006；守谷2002）、管見では留学生の家族側の意識を報告したものは見当たらない。
　本稿では、まず、留学生父母会の実践例を報告する。そして、そこで行った家族に対するアン
ケート調査の結果を報告する。
２．留学生父母会の実践例
　海外父母会については、城西国際大学が実施状況を詳しく報告しており、これについて概略を述
べる。続いて、本学が開催している父母会の概略を紹介する。
２．１　城西国際大学における取り組み
　孫根（2008）によれば、城西国際大学では中国、台湾、韓国の主要都市に父母後援会を設置して
いるとのことである。父母後援会では、中国語や韓国語を母語とする留学生センター教員が会場に
出向き、留学生の父母に対し日本での学習・生活状況について報告を行っている。城西国際大学留
学生センターのホームページには、中国の海外募集協力校での父母後援会の開催状況が写真ととも
に報告されている。これよれば、2003年12月に後援会立ち上げ準備として「海外父母連絡会」が中
国の３つの会場で開催され、３会場で合計64名の父母の参加があったという。この連絡会が発端と
なり、その後の父母後援会につながっているようだ。
　こうした父母との連携体制は、入学後だけでなく入学前から構築されている。海外入試の出願者
に対し、学力テストに加えて保護者同席の面接も実施しているとのことである。また、卒業式等の
行事に父母の来日を手配する、センター教員が海外父母と電話での情報交換を行うなど、積極的に
父母との交流の機会を設けていることが報告されている。
２．２　新潟産業大学における取り組み
２．２．１　新潟産業大学留学生父母会の概要
　新潟産業大学には現在約150名の留学生が在籍しているが、そのほとんどが中国内モンゴル地域
のモンゴル族であり、他の地域・国の出身者は１割程度である。したがって、海外父母会の開催も
内モンゴルのみとなっている。他地域での開催は参加者数や予算面で折り合いがつかず、困難な状
況である。
　父母会は2004年より毎年内モンゴルの海外指定校のうち一ヶ所を会場とし、家族と大学教職員と
の情報交換、交流、教育指導における連携の強化を目的として行われている。こうした会の開催に
当たっては、現地の父母会会員の合意により役員が選出され、運営がされている。父母会組織化の
経緯は大学主導で進んだわけではなく、内モンゴル出身の本学教員（以下、モンゴル人教員）の働
きかけによるものである。なお、「父母会」という名称ではあるが、実際には留学生の両親だけで
なく、祖父母や兄弟姉妹等の親族、長期休暇で帰国中の留学生本人、指定校の教職員など関係者が
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広く出席している。これは、地域全体での関心の強さを反映しているといえよう。遠方から長時間
かけて参加する家族もおり、出席者数が100名を超えた年もあるという１。
　大学側からは、前述のモンゴル人教員１名が毎回出席している。また、2006年の第３回父母会に
は、国際センター職員１名も出席し、本学の留学生支援体制、ビザや外国人登録、国民健康保険加
入などの手続き、アルバイトをする上での注意点などを伝えた。これに加えて３名の留学生も、日
本での留学生活を報告したとのことである。
２．２．２　第４回留学生父母会
　第４回留学生父母会は、2007年８月26日にシリンホト牧業機械化学校（菅谷2008）の会議室にお
いて開催された。この会にはモンゴル人教員に加え、本学学長と筆者（日本語教育担当の教員）も
出向き、大学からの出席者は３名となった。学長の出席は当初は予定されていなかったが、前月に
発生した新潟県中越沖地震を心配した家族に対して、大学として被災状況の説明を行うために急遽
決まったものである。
　会場では毎回、早く到着した出席者のために、留学生の日本での様子を撮影したDVDを上映し
ている。2007年の父母会では、震災後に留学生がボランティアで活躍する様子や、市内の被災状況
等の映像を流した。
　父母会は午後２時半過ぎに開始された。壇上には父母会役員５名と新潟産業大学からの出席教員
３名が座り、参加者の留学生家族らと向き合う形になっていた。まず、壇上の役員・教員が順番に
あいさつを述べ、それぞれ、留学上の注意点や奨学金制度、大学の被災状況等の報告を行っていっ
た。筆者は最後の発表者であり、留学生の学習状況を中心に報告した。その際に後述のアンケート
用紙も配布し、協力をお願いした。その後、４時半ごろに会場参加者との質疑応答の時間が設けら
れ、休憩となった。
　役員の報告や参加者との質疑応答はほとんどがモンゴル語で行われたため、モンゴル語を解さな
い筆者には、残念ながら詳しい内容は理解できなかった。しかし、真剣なまなざしで報告に耳を傾
ける家族の皆さんの様子が非常に印象的であった。また、突然のアンケートに協力してもらえるか
どうかを危惧していたのだが、予想以上に熱心に回答してくださっていた。
　５時半からは会場をレストランに移し、懇親会が開かれた。この席上で筆者も、通訳を介してで
はあるが、直接留学生の家族と話をする機会を得た。わが子が熱心に学んでいるかという質問や、
どうかしっかり教育してほしいといった熱心な声を数多く受けた。また、ある方は「うちの○○は
去年奨学金をもらいました」と誇らしげに話してくださり、こちらが考える以上に日本での学業や
生活に関心を寄せ、留学生への期待が大きいことを感じた。筆者同様の感想は、第３回父母会に参
加した国際センター職員からも聞かれ、「学生を預かる責任の重大さを認識した」と語っている。
　以上、城西国際大学と新潟産業大学の取り組み例を紹介した。両者に共通しているのが、父母会
開催地域出身の教員による活躍であると言える。
３．新潟県中越沖地震
　2007年度の新潟産業大学留学生父母会の内容、出席者については、７月に発生した中越沖地震の
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影響が大きく関わっているため、中越沖地震の状況について触れておく。
　2007年７月16日午前10時14分、新潟県中越沖を震源とするマグニチュード6.8の地震が発生した。
本学の位置する新潟県柏崎市では、震度６強の強い揺れが観測された。新潟県ではその３年前にも
中越地震（2004年10月23日）が起きており、短期間のうちに再び大規模な地震が発生することは、
まさに想定外であった。また、震源地付近には柏崎刈羽原子力発電所があり、原発での火災発生の
ニュースは海外メディアでも大きく報道されたとのことである。留学生の家族はこうした報道に大
変胸を痛めたと聞いている。
　留学生の中には避難時にけがをしたものもいたが、生死を問うような大けがを負ったものはな
かった。このとき大学は数日後に期末試験をひかえた時期であったが、休校とせざるを得ず、繰上
げで突然の夏休み開始となった。この時期に帰国した留学生も多かったが、柏崎に残り、ボラン
ティアとして活躍した学生も多数見られた。
　本学施設については、大学の校舎自体には大きな被害はなかったが、海岸沿いの女子学生寮が傾
き、入居していた留学生は安全な住居を失った。また、アパートが半壊となった留学生もおり、地
震発生後は避難所生活を余儀なくされた。その後８月中旬には、市の好意によりこうした学生らは
仮設住宅へ入居することができた２。
４．アンケート調査の概要
４．１　調査対象者と手順
　アンケート回答者は、2007年度の父母会参加者54人（男性31人、女性17人、未記入・不明６人）
である。年齢層は、40代、50代が中心であるが、前述のように両親の他に兄弟姉妹、祖父母等の親
族も参加しているため、20代から70代まで広く分布している（内訳は、20代６人、30代３人、40代
12人、50代21人、60代６人、70歳以上２人、未記入４人）。職業は、牧畜業・農業が４割（21人）
を占め最も多く、次いで、公務員16人、教師12人、その他３人、未記入２人である。
　前述のように、アンケートは2007年の第４回新潟産業大学留学生父母会の後半に、配布・回収を
行った。管見では、留学生の家族を対象とした先行研究は見当たらず、本稿の調査は初の試みと言
える。よって、探索的な調査という位置づけから、アンケートは自由記述式とした。アンケート用
紙には、日本語、中国語、モンゴル語の３言語を併記した。
　質問項目は、以下の３点である。
⑴　７月16日に柏崎市で発生した大地震のニュースを聞いて、どのようなことを感じましたか。
⑵　ご家族の日本留学に対して、他のご家族はどのようなことを期待していますか。
⑶　新潟産業大学に対して、どのようなことを希望していますか。
　こうした質問を設定した理由は以下の通りである。まず、⑴の中越沖地震に関する質問は、今回
の父母会訪問の目的の一つが、地震の被害状況を家族に説明し、その不安を和らげるということに
あったからである。⑵の日本留学に対する期待、⑶の大学に対する要望を尋ねたのは、家族の考え
を知り、今後の留学生支援体制に役立てたいと考えたからである。
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４．２　分析方法
　回収したアンケートには、モンゴル語による回答が51人、中国語による回答が３人あった。モン
ゴル語、中国語による回答は、本学において「日本語教授法」を受講中であった学部留学生３人
（母語はモンゴル語）が翻訳を行った。続いて、その訳のチェックを前述のモンゴル人教員に依頼
し、翻訳の正確さ、訳語の統一の観点から修正してもらった。
　次に、日本語訳をもとに、筆者が以下の手順で「内容分析」（石井・久米2005；Dornyei 2002）
を実施した。
⑴　回答の中で意見を明確に表すキーワードをマークする。
⑵　キーワードをもとにカテゴリーを作成する。
⑶　各回答をカテゴリーに分類し集計する。
　例えば、次のF7の回答者の例では、「知識」、「専門技術」という表現をマークし、学習での成功
と知識・技術の習得」というカテゴリーを設定した。
　F7：知識をたくさん学びとり、専門技術を持った人になってほしい。
［学習での成功と知識・技術の習得］
５．アンケート結果
５．１　新潟県中越沖地震について感じたこと
　中越沖地震について家族が感じたことは、表１のよ
うに、７つのカテゴリーに分けられた。
　最も回答の多かったのは、「１．心配・驚き」であ
る。以下のF6、F51にあるように、異国で被災した家
族への心配は、39人（72％）の人が言及している。
　F6：中央テレビ放送を見て、とても心配しました。
　F51：今年地震が起こったので私たちは本当に怖
かったです。一人の娘が外国でそんな被害にあっ
たので、本当に心配しました。どこに住んでいる
かどうしているかと私たちは本当に心配しました。
　続いて多かったのが、「２．後で安心」したというものであり、21人であった。安心できた理由
については、うち９人がF10のように留学生自身との電話での連絡によることを指摘している。ま
た、F34のように、学長らが父母会において直接説明を行ったことを挙げる回答も３人あった。
　F10：その次の日、弟から電話が来て詳しいことを言ったので安心しました。
　F34：本日新潟産業大学の先生方から詳しい説明を聞いて安心しました。
表１　中越沖地震について
カテゴリー 回答者数
１．心配・驚き 39人（72％）
２．後で安心 21人（39％）
３．日本への信頼 ９人（17％）
４．感謝 ９人（17％）
５．留学生・日本への励まし ８人（15％）
６．留学生の活躍・成長 ２人（４％）
７．大学への要望 ２人（４％）
未回答 ３人（６％）
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　９人の回答があったのは、「３．日本への信頼」である。これは、F50のように日本の地震対策
や技術力への信頼を記したものである。
　F50：日本は地震に対して科学技術力を用いて備えていると信じています。
　同様に９人の記述が見られたのが、F54のように国や学校の対応に「４．感謝」する記述である。
また、「Ａ先生が面倒を見てくれている」と具体的にモンゴル人教員の名を挙げて謝意を表す回答
も見られた。
　F54：子どもから電話が来て、国と学校からちゃんと生活や様々な面で面倒を見てくれたと聞い
て、ほんとうにうれしかったです。国と学校がそんなに早く面倒を見てくれたので、私たちは
本当にありがたいと思っています。
　「５．留学生・日本への励まし」は、「がんばっていってほしい」、「日本の人々にお見舞い申し上
げます」といったものであり、８人の回答があった。「６．留学生の活躍・成長」は、ボランティ
ア活動への参加や、困難な経験を通して家族が成長した点を指摘する回答である。「７．大学への
要望」は、「学校は今後の地震の対策をよくしてください」、「住むところを早く探していただきた
いと願っています」というものであった。
　以上、予想通り家族を心配したという声が多かったが、日本政府や大学の対応については比較的
好意的な回答が多く見られた。これは、地震発生から既に１ヶ月が経過しており、留学生全員の安
否確認ができていたことが大きいであろう。また、学長らが父母会の席上で直接説明を行った点も
評価されていたと思われる。
５．２　日本留学に期待すること
　日本留学に対して期待することは、表２のよ
うに４つのカテゴリーに分類された。
　最も多かったのは、「１．学習での成功と知
識・技術の習得」であり、41人（81％）が言及
している。以下のF24のように、具体的に大学
での好成績を望む声もあったが、前掲のF7の
ような「知識」「専門技術」を身につけて欲し
いといった抽象的な回答が多かった。具体的にどのような知識・技術を学んでほしいのか、またそ
れをどう役立てて欲しいのかといった点までは記述がなかった。
　F24：誰よりもいい成績で勉強できるように常に指導しています。
　次いで、学習面での期待に比べかなり減るが、「２．モラル・精神面での成長」を望む声も12人
と多かった。F50のように、国を離れ様々なことを経験する中で、その文化の良い点を学び、自立
表２　日本留学に期待すること
カテゴリー 回答者数
１．学習での成功と知識・技術の習得 44人（81％）
２．モラル・精神面での成長 12人（22％）
３．国や世界・民族への貢献 ９人（17％）
４．法律・規則の遵守 ７人（13％）
未回答 ６人（11％）
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していってほしいという声である。
　F50：日本のすばらしい道徳心を身につけてください。活動などによく参加し、自立した生活が
できるようにがんばってください。
　また、興味深いのは、「３．国や世界・民族への貢献」ができるような人になることを望む声が
９人と比較的多い点である。「４．法律・規則の遵守」は７人である。これは日本の法律、学校の
規則をきちんと守ってほしいという回答である。この指摘は、日本留学から得るものとして期待す
ることというよりも、日本留学中において心がけてほしいことであると考えられる。
５．３　大学に期待すること
　本学に対して期待することは、表３のように大きく４
つのカテゴリーに分類された。
　やはり、一番多い回答は、「１．生活・学業の教育・
指導」と教育面に関することであり、26人（48％）の回
答があった。
　F8：この学校で学習している期間は、学校は勉強と
生活の面で厳しく指導し、卒業後進学・就職の面で
学校から支援してほしいです。
　回答の中で目立ったのが、F8のように、「厳しく」という要望であった（26人中、17人に記述あ
り）。厳しい指導とはどのようなことを意味するのか、翌年に内モンゴルを訪問した際に何人かの
関係者に尋ねてみたところ、親代わりになったつもりで厳しくしてほしいという答えが返ってき
た。中には、握り締めたげんこつを振り下ろし、「こういう意味です」と示してくださったご家族
もいた。もちろん、これはやみくもに厳しく締め付ける指導をということではなく、留学生と真剣
に向き合い、我が子のように真摯に指導に当たってほしいという意味であると考えられる。
　次いで多いのが、「２．学費の値下げ」を望む声である。留学生の家族はその多くが農業・牧畜
業従事者である。かつ、日中の物価差もあって、F3に見られるように学費や留学費用が大きな負
担となってことがうかがえる。
　F3：できるだけ学費を下げて、子ども達を支援してほしいです。
　以下のような「３．感謝・満足」を表した回答は、３人である。
　F54：先生方が、子どもたちのために自分のことをかまわないで学生の指導していただいている
ので、本当に感謝しています。
表３　大学に期待すること
カテゴリー 回答者数
１．生活・学業の教育・指導 26人（48％）
２．学費の値下げ 16人（30％）
３．感謝・満足 ３人（６％）
４．入国審査 ２人（４％）
その他 ３人（６％）
未記入 ８人（15％）
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　「４．入国審査」は、F15のように大学が入学許可を出した学生に入国許可がおりるようにとい
う希望である。これは、アンケートを実施した2007年の春に入国審査が通らず、留学を断念した学
生が多数出たことによるものだと考えられる。
　F15：貴校に合格した学生がたくさん日本に行けるように政府に伝えてください。
　入管の審査基準は、厳しい年とそうでない年があるようであり、なかなか予測がつかないところ
がある。入学後の活躍が期待された優秀な学生に入国許可がおりず、大学側、家族側でも大きく落
胆するといったケースもある。
　以上の４つのカテゴリーに含まれていない回答は、以下の３点である。
　F６：毎年の父母会では、留学が決まった学生にはどんな問題があるかを詳しく説明してほしい
です。
　F10：今一番心配していることは、勉強している環境や住んでいるところがどうなっているかと
いうことです。
　F50：学生の家族の中で優れた人を選び、新潟産業大学に行って授業見学をすればいいと思いま
す。
　
　F6の記述については、「４．入国審査」に関わるものであると推測される。明示的には書かれて
いないが、おそらくは、大学が入学許可を出した学生に対しては、入国審査にあたっての注意事項
を説明してほしいということであると思われる。F10の意見は、中越沖地震の被害を心配するもの
である。F50は、授業見学を望む声であり、教育面での関心の高さを示していると考えられる。
６．まとめ
　本稿では、留学生父母会の実践例と、そこで行ったアンケート調査結果を報告した。
　まず、実践例としては、城西国際大学と新潟産業大学の取り組みを紹介した。両者に共通してい
るのが、開催地域の出身者である教員の役割である。大学が家族からの信頼を得るには、大学の状
況を把握し、かつ、その地域の言語と文化習慣に精通した教員の存在が大きい。そして、こうした
仲介者の支えのもとに、他の教職員も父母会に出向くことで、家族と大学との連携を強め、留学生
一人一人の姿を多面的に理解することができると考えられる。こうした連携が日々の留学生指導に
果たす意義も大きい。本学では、留学生に学業や生活面で何らかの問題が生じた際に、モンゴル人
教員が留学生の家族と直接連絡を取り、対応策を相談するということがしばしばある。学業とアル
バイトの両立に悩み、帰国を考えていた留学生が、両親と教員との「ホットライン」により、退学
を踏みとどまった例もある。
　しかし、残念ながら、全留学生の出身地域で父母会を開催できるわけではない。出張旅費や開催
の手間等を考えれば、ある程度の留学生数のある地域でないと開催は難しい。内モンゴルでの父母
会開催の様子を聞いた他地域出身の留学生からは、故郷での開催のないことを残念に思い、「私た
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ちの故郷でも父母会を開けるようになるといいのに」という声も聞かれた。
　父母会において実施したアンケートでは、日本留学に対して、知識・技術の習得など学習面での
成功を期待するという回答が多かった。「自立した人になってほしい」など精神面での成長を期待
する記述や、「国や民族へ貢献できる人になってほしい」という回答も目立った。また、大学への
要望としては、「学習と生活の面で厳しく指導してほしい」など、教育・指導に関する声が最も多
かった。このように、日本留学に対して家族や民族の期待がかかっており、特に学習面での成果を
望む声が強いことがわかった。ただし、習得した知識をどう生かしてほしいのか等、より具体的な
希望については明らかにできなかった。こうした点を拾い上げていくには、より焦点をしぼったア
ンケートや、インタビュー調査等の実施が必要である。
　また、家族からの期待に対して留学生自身はどう感じているのかという点も、留学生に対する教
育・支援を考える上で重要であろう。学習意欲の低い留学生は、単に「親の心子知らず」であるの
か、あるいは、親心は痛いほどわかってはいるが、諸々の要因で意欲がわかないのであるか。こう
した学生に対し、大学側はどう働きかければよいのか。今回の結果をもとにして検討していきた
い。
　謝辞：本調査は、平成19年度新潟産業大学特別研究「中国内モンゴルの日本語教育事情に関する
研究」の一環として行われたものである。今回の調査にあたり、父母会出席者の皆様とシリ
ンホト牧業機械化学校の教職員の皆様にご協力を賜りました。バイカル先生、ナブチ先生か
らもご支援いただきました。また、新潟産業大学において「日本語教授法」の受講生であっ
たナリンゴワさん、ウヨンゴワさん、ウヨンチチグさん、ムリグンジリトさんはアンケート
の翻訳作業に尽力してくれました。ここに記して謝意を表します。
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注
１．出席者リストのようなものはないため、正確な人数は把握されていない。
２．詳細については、柏崎地域国際化協会・新潟産業大学国際センター編（2008）、自治体国際化協会支援協力部地
域支援課（2007）を参照されたい。
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